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いであった。大学を卒業して 15 年を過ぎた今、母校への思いがあらためて湧き起こった次第である。 
 大学を卒業して民間企業に就職したことで、自分としては研究の道と決別したつもりだったが、
振り返ってみると、就職後も研究機関や大学の人々と関わらなかった時期はなかった。それは、短
い期間であれ京大地球物理学という研究の第一線に身を置いていたゆえんでもあろう。また、何ら
かの形で科学に関わりたいという思いを持ち続けていたことも一因かもしれない。 
 私はいま、「科学技術の成果を地域産業社会で活かす」言い換えれば「研究とビジネスをつなぐ」
仕事をしている。それに加えて、百年誌を手にしたことをきっかけに、「母校や同窓会とも連携し、
地域のお役に立つ」という意識を持つようにもなった。その一環、ということでもないが、今年 9
月には当方主催による研究成果報告会に尾池和夫先生をお迎えし、「未来に向けて － 巨大地震に学
ぶ」と題する特別講演をしていただいた。尾池先生には、この場を借りて御礼申し上げます。また、
最後になりましたが、このような執筆の機会をいただいた、竹本先生はじめ関係の皆様に厚く御礼
申し上げます。 
